
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県自転車の安全で適正な利用に関する条例（仮称）について 

１ 事故の発生状況 

○ 福井県の自転車人身事故状況は、187 件(H28)から 99 件(R2)に減少(△88 件)。

H30 の自転車１万台当たりの人身事故件数は、全国 46 位 

（出所 H30 自転車産業振興協会等） 
○ 過去 5 年間における人身事故件数に占める自転車人身事故の割合は 10.1%。

死者に占める自転車乗車中の死者の割合は 16.6% 

○ 過去 5 年間における自転車事故の死者のうち、高齢者が占める割合は 85.7% 

(35 人中 30 人) 

      

 

 

 

  

 

 

２ ヘルメット着用の実態 

○ 道路交通法では、13 歳未満の子どもの保護者に努力義務 

○ 福井県のヘルメット着用率 11.0%［全国平均 11.2%］ 

○ 子どものヘルメット着用に関するアンケート調査結果 

小・中学生の保護者は、着用義務化の意見の割合が高い 

(小学生約 73%、中学生約 59%) 

 

 

 

 

３ 自転車保険加入の実態 

○ 全国では、自転車事故により 9,000 万円超の高額賠償事例が発生 

○ 福井県の自転車保険の加入率 45.0%［全国 43 位 全国平均 59.5%］ 

○ 全国では 23 都道府県(23/47 約 50%)が保険加入を条例で義務化 

     ［義務２３、努力義務１１ 計３４］ 

 

※ 小・中学生の自転車の安全利用に関する義務化の請願を県議会で採択 

【目 的】 

自転車の安全で適正な利用に関し基本理念を定め、県、県民の責務の明確化および施策の基本的事項を策定することに 

より、自転車に係る交通事故を防止、交通事故の被害を軽減および交通事故被害者を救済 

 

【基本理念】 

・県民が道路の交通に関する法令についての理解を深めること 

・歩行者、自転車および自動車等が安全に道路を使用すること 

・県、県民、学校の長、事業者、交通安全関係団体、市町等が、相互に連携を図りながら協力して社会全体で取り組むこと  

 

【責 務】 

≪ 県 の責務≫・自転車の安全で適正な利用に関する総合的な施策を策定し実施するとともに情報の提供、助言等を実施 

≪県民の責務≫・自転車の安全で適正な利用についての理解、家庭や地域等における自主的かつ積極的な取組みの実施 

・県および市町が実施する施策に協力 

現 状 と 背 景 条 例 （案）の 考 え 方 

 

１ 自転車利用時の安全上の措置  

自転車利用者・・・・・事故防止の知識の習得、関係法令の遵守、自転車の安全利用 

保護者・・・・・・・・監護する児童等（中学生まで）に対する乗車用ヘルメット着用の努力義務 

高齢者の家族・・・・・自転車の安全な利用のための必要な助言 

自転車利用者、保護者および事業者・・・自転車の定期的な点検・整備 

自転車小売事業者・・・自転車の点検および整備の必要性に関する情報提供 

 

２ 交通安全教育等 

県・・・・・・・・・・県民に対し、交通安全教育および啓発を実施 

学校の長・・・・・・・児童、生徒または学生に対し、交通安全教育および啓発を実施 

保護者・・・・・・・・監護する未成年者に対し、交通安全教育および啓発を実施 

事業者・・・・・・・・従業者に対し、交通安全教育および啓発を実施 

交通安全関係団体・・・活動機会を通じた交通安全教育および啓発を実施 

 

３ 自転車損害賠償責任保険等への加入 

（１）加入の義務化 

自転車利用者および未成年者の保護者・・・保険等加入の義務 

事業者および自転車貸付事業者・・・・・・事業活動における自転車利用について、保険等加入の義務 

 

（２）加 入 の 促 進 

県・・・・・・・・・・保険等加入促進のための情報提供や啓発等を実施 

学校の長・・・・・・・児童、生徒もしくは学生または保護者に対し、保険等に関する情報提供 

事業者・・・・・・・・自転車通勤の従業者に対する保険等の加入の有無の確認、保険等加入に関する情報提供 

自転車小売事業者・・・自転車購入者に対する保険等の加入の有無の確認、保険等加入に関する情報提供 

自転車貸付事業者・・・借受人に対する保険等に関する情報提供 

資料５－１ 

（出所 R3 au 損害保険㈱）  

（R3.7 県教育委員会実施） 

 施   策 

（出所 R2 自転車ﾍﾙﾒｯﾄ委員会） 

 

福井県の自転車人身事故の推移(過去 5 年間) 

うち高齢者(人) 割合(%)

H28 1,847 187 10.1 51 15 13 86.7 29.4

H29 1,549 153 9.9 46 4 3 75.0 8.7

H30 1,398 127 9.1 41 6 5 83.3 14.6

R1 1,168 128 11.0 31 5 4 80.0 16.1

R2 868 99 11.4 41 5 5 100.0 12.2

10.1 35 30 85.7 16.6

 人 身 事 故 件 数 (件)  死 者 数(人)

割 合
(%)

割 合
(%)

自 転 車
(件)

自 転 車 (人)

 (R3.8 現在) 

 

都道府県名
１万台当たり
の事故件数

1 静岡 21.51

2 群馬 20.99

3 福岡 19.93

…

45 秋田 4.09

46 福井 3.50

47 岩手 2.87

子どものヘルメット着用を義務化すべきか 

思う  思わない  分からない 

 【調査期間：R3.7.20～8.1 対象：保護者（小学生、中学生、高校生）回答数：20,236 人】 

 

 

小学生          中学生          高校生 

令和３年８月３０日 

県 民 安 全 課 


